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多言語検索ツール AntPConcの機能と使い方 

（Ver. 1） 

○ AntPConcとは 

AntPConc は，コンコーダンサーという種類の検索ツールであり，検索対象である多言語

コーパスをデータベースに読み込み，検索を行う。本マニュアルでは，英語と日本語の 2

言語のコーパスを読み込んで利用する場合について述べる。 

AntPConcで検索すると，指定した検索語を中心に据えた Key Word In Context（KWIC）と

呼ばれる表示形式のコンコーダンス画面（コンコーダンスライン）が，英語文と日本語文

の二言語について同時に得られる。 

 検索したい語句，たとえば “named” を Start ボタンの左側のボックスに入れて，Start ボ

タンをクリックするか ENTER キーを押すと，このような検索結果が得られる。画面上半分

の KWIC 画面に “named” を含む英語文が表示され，それらの英文に対応する日本語文が，

画面下半分の Reference 画面に表示される。 

  

本マニュアルでは， AntPConc に実装された機能とその使い方を説明する。さらに，

AntPConcで検索に用いる自作の多言語パラレルコーパスの作成方法を紹介する。 
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○ 準備編 

AntPConcのダウンロード 

 http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/software.html#antpconcにアクセスするか，あるいはイン

ターネットで「Anthony Laurence」を検索して最初に得られる検索結果をダブルクリックし，

出てきた右上の Latest Software Releasesの中から，AntPConcの最新版をみつけてダブルクリ

ックする。次に，AntPConc の Downloadの文字の下のブルーの文字の部分（AntPConc 1.0.2w 

(beta))を右クリックする。「対象をファイルに保存」を選び，保存先を「デスクトップ」に

選び「保存」を押す。 

  

 

 

検索ファイル（コーパスデータ）の読み込みと保存：  

AntPConc を使って検索する際には，コーパスデータを用意する必要がある。英語コーパ

ス（ここでは 607-en.txtと呼ぶ）と日本語コーパス（607-ja.txtと呼ぶ）をデスクトップにお

く。AntPConcもデスクトップにおく。 

あるいは，USBドライブに AntPConc，英語コーパス，日本語コーパスを保存しておいて

使用することも可能である。ただし，上記のファイルを USB ドライブに直接入れること，

すなわちフォルダに入れないよう留意する。 
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① File  

AntPConcのアイコンをダブルクリックすると，初期画面が得られる。 

 

 

続いて，Fileボタンをクリックすると，メニュー画面が現れる。 
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②  Build/Edit Corpus 

メニュー画面の 2 番目のメニューBuild/Edit Corpus にカーソルを合わせてクリックする。 

‘AntPConc Corpus Builder’で Choose Files をクリックする。 

 

 

デスクトップから「607-en.txt」（英語コーパスデータ）を指定して，「開く」をクリックす

る。ウィンドウに「607-en.txt」が入る。続いて，Corpus 2をクリックし，Choose Files をク

リックして，デスクトップから「607-ja.txt」（日本語コーパスデータ）をクリックする。ウ

ィンドウに「607-ja.txt」が入る。 

 

  

 

 なお，Choose Files の作業を早めるため，「ドラッグアンドドロップ」を使うことも可能で

ある。また，各コーパスを AntPConcの画面で区別するため，Display Name で表示するコー

パス名を入力することができる。ここで Update Corpus のボタンをクリックすれば，検索を

開始することができる 
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③ Save Corpus 

複数のコーパスデータを読み込む手間を次回から省くために，読み込んだ複数コーパス

データを 1つの「データベースファイル」として保存しておく便利な方法について述べる。 

②の手順でコーパスデータを読み込んだ後，File の 3番目のメニューの Save Corpusにカ

ーソルを合わせてクリックする。データベースファイルの保存場所と保存ファイル名（ピ

リオドで区切られた右側の文字列部分の拡張子に.db が付く）を指定して「保存」を押す。

ここでは，「607_corpus.db」という名前で保存した。 

④ Load Corpus 

前述の③Save Corpus の手順を済ませておくと，次回からまず，Load Corpus をクリック

して，ファイル名（本稿では「607_corpus.db」）を指定し，「開く」を選択するとすぐに AntPConc

が検索可能な状態になる。 

授業や自習で AntPConc を使用する時には，データベースファイル（「607_corpus.db」）を

学習者に配布するとスムーズに検索作業に入ることができる。 
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○ 検索編 

 AntPConcのデフォルト設定で十分な検索が可能であるが，さらに詳細な検索設定が可能

である。 

Search Term ：検索語の大文字・小文字の区別 

 AntPConcのデフォルト設定では，検索の際，英語の大文字と小文字は区別しない。小文

字で検索語句を “must” と入力しても，大文字の “Must” も検索結果として出力される。 

 一方，Search Termの Caseの左の□をクリックして☑Caseに設定すると，大文字と小文字

を区別した検索が実行される。例えば，☑Case 設定で “There” を検索すると，小文字の 

“there” を含む文は出力されず，“There is/are” の文を出力することが可能である。 
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Search Corpus ：検索コーパスの選択 

AntPConcを用いると，複数の言語のコーパスを検索することができる。Search Corpusの

ラジオボタンを指定のコーパス（ここでは Target あるいは Reference）に設定することによ

って，コンコーダンス画面に表示する言語を選択できる。3つ以上のコーパスを取り込んで

いる場合，各コーパスの指定名がここに表示される。 

AntPConcを使用する多くの場合，Search Corpus は Target（英語コーパス）が選択されて

おり，検索結果が KWIC 画面（上半分）に表示される。また，Reference（日本語コーパス）

の検索結果が Reference 画面（下半分）に表示される。 

一方，Search Corpusを日本語コーパスに設定することも可能である。検索語句として “彼

女のもの” を検索した結果を示した。日本語の “彼女のもの” を含む検索結果が KWIC 画

面に，“hers” を含む英語の検索結果が Reference 画面に表示される。 
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Show Nth Entry ：検索結果の表示件数 

 AntPConcのデフォルト設定では，Show Nth Entryは 1に設定されており，すべての検索

結果が表示される。検索結果の件数が多い時には，スクロールしてすべてのコンコーダン

スラインを観察して，そこからルールを導き出すのは学習負担が大きい。そこで， Show Nth 

Entryを 5，10，20，50の中から選択して，検索結果を 5文ごと，10文ごと，20文ごと，50

文ごとに表示することによって，コンコーダンスラインの概要を把握し易くすることが可

能となる。 例えば，“have to”の用法を観察する場合， Show Nth Entryを 10に設定すると，

合計 41行の検索結果の表示件数が 5行の例文表示となり，少数の英語と日本語文を対比し

た比較・観察が可能となる。 
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Font Size：フォントサイズの調節 

 AntPConcでは，Font Sizeの目盛をスライドさせることによってフォントサイズを調節す

ることができる。フォントサイズを一目盛大きくすると，コンコーダンスラインが非常に

見やすくなり，学習者はコンピュータ画面から顔を離すことが可能となる。また，机間巡

視をする教師にも学習者のコンピュータ画面が見やすくなり，学習活動の進捗状況の把握

が容易になる。 

 

Sort：並べ替え 

AntPConcでは，検索結果を観察しやすくするために，検索語および検索語の左右の語を

ABC順に並べ替えるソート（Sort）機能が付いている。検索結果の表示順序を，検索語から

左右 3番目の語まで，第 1（Sort 1），第 2（Sort 2），第 3（Sort 3）の 3つのソートキーごと

に優先順位を指定することができる。 

デフォルトでは，Sort 1が CEN（検索語），Sort 2が 1R（検索語の右 1語目），Sort 3が 2R

（検索語の右 2語目）（いわゆる右ソート）と設定されており，Search ボタンをクリックす

るとその優先順位でソートした結果が表示される。また，一度出力されたコンコーダンス

ラインに対して，新たにソートの基準を変えて Searchボタンをクリックすると新たな表示

順序に並べ替えることができる。 
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Page Size ：ページサイズの調節 

  大量の出力結果を表示する際，1ページ（1画面）に表示する行数を選択することができ

る。AntPConcでは，検索結果の Page Sizeを 10行，50行，100行，500行，1000行， All

の 6通りから選択できる。デフォルトは Allに設定されており，１ページに検索結果のすべ

ての行が表示されるので，スクロールして見る必要がある。 

 例えば， “as * as” の検索では，Page Sizeを 10に設定した検索結果を示した。１ページ

に 10行ずつ結果が表示される。2ページ目を見るには KWIC 画面の上に表示されたページ

ボタンのタブの 2をクリックする。3をクリックすると 3ページ目が表示される。スクロー

ルしなくてよいので，出力結果の件数が多い時には，この機能が便利である。 
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Hits ：検索ヒット数 

  Target Hitsの右側に，検索結果の件数が表示される。例えば，教師のデモンストレーショ

ンの検索結果の件数を見ることで，学習者は自分が正しく検索できているかを自己チェッ

クできる。また，検索結果の件数に応じて，Show Nth Entry等の設定を変えて，コンコーダ

ンスラインを観察することが可能となる。 

 

Context Size ：1 行の長さの調節 

Context Size は KWIC 画面での検索語句を含む左右の語数を示す。デフォルトでは 20に設

定されているが， 5 words，10 words，15 words，20 words，50 words の中から選択できる。 

 

  

その他 

 ワイルドカード：検索語句の入力にはワイルドカード（wildcard）と呼ばれる特殊記号

を利用することができる。「*」は任意の文字列を表し，例えば， as * as と入力すると，as big 

as，as dangerous as，as dry asなどが検索できる。 

  

 ハイライト：KWIC 画面あるいは Reference 画面のコンコーダンスラインをクリックす

ると，対応する Reference画面あるいは KWIC 画面の両方のコンコーダンスラインがハイラ

イト表示される。 
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○ 自作コーパスデータの作成編 

AntPConcを検索する英語と日本語の 2言語コーパス（あるいは多言語コーパス）データ

の作成方法を述べる。自分で収集した英文と日本語文からコーパスデータが作成可能であ

る。 

Step 1:「エクセル」で 1つの列に英語の文をタイプする。隣の列に英語に対応する日本

語の対訳文をタイプする。 

Step 2: 英語列をコピーして，「メモ帳」に貼りつけ， UTF-8形式で保存して，英語フ

ァイルを作成する。次に，日本語列をコピーして，「メモ帳」に貼りつけ，UTF-8形式で保

存して，日本語ファイルを作成する。AntPConcで検索可能なコーパスデータが作成できる。 

Step 3: このステップはとばすことも可能である。日本語テキストは，Ｂ列のように「分

かち書き」をすると，検索の際，単語ごとにきれいに検索やソートが可能となる。分かち

書きとは，文において，語の区切りに空白をはさんで区切って書き表すことである。英語

の場合は単語と単語の間にスペースが入っているので分かち書きは不要である。分かち書

きプログラムには，TECDICP （http://www.te-com.biz/download/page1.html）や Japanese 

Tutor（http://www.vector.co.jp/soft/dl/winnt/edu/se462303.html）が利用可能である。 
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